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さ　わ　や　か

電
子
車
検
証
と
は
何
？

　

自
動
車
検
査
証
に
Ｉ
Ｃ
タ
グ

（
チ
ッ
プ
）
が
搭
載
さ
れ
、
券
面

に
基
礎
的
情
報
（
継
続
検
査
や

変
更
登
録
等
の
影
響
を
受
け
な

い
情
報
）
を
記
載
し
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ

（
チ
ッ
プ
）
内
に
書
き
換
え
が
発

生
す
る
情
報
（
自
動
車
検
査
証

の
有
効
期
間
、
所
得
者
ま
た
は

使
用
者
の
氏
名
・
住
所
な
ど
）

を
記
録
す
る
二
〇
二
三
年
一
月

四
日
施
行
の
電
子
化
さ
れ
た
自

動
車
検
査
証
（
電
子
車
検
証
）

で
す
。

　

軽
自
動
車
は
、
二
〇
二
四
年

一
月
四
日
か
ら
導
入
予
定
で
す
。

　

従
来
、
紙
の
み
で
発
行
さ
れ

て
い
た
自
動
車
検
査
証
が
、
Ｉ
Ｃ

タ
グ
（
チ
ッ
プ
）
を
通
じ
て
電

子
化
す
る
こ
と
で
、
自
動
車
検

査
証
の
小
型
化
や
事
業
者
の
事

務
手
続
き
の
簡
易
化
を
実
現
さ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
紙
の
車
検
証

に
は
車
検
の
有
効
期
間
や
使
用

者
・
所
有
者
情
報
な
ど
が
記
載

さ
れ
な
く
な
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｃ
タ

グ
を
読
み
込
む
こ
と
で
自
動
車

検
査
証
の
閲
覧
ア
プ
リ
か
ら
各

種
の
情
報
を
確

認
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
電
子

化
で
は
、
自
動

車
検
査
証
の
情

報
の
ほ
か
、
自
動
車
検
査
証
の

情
報
フ
ァ
イ
ル
の
出
力
・
保
存

や
次
回
の
車
検
時
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
リ
コ
ー
ル
情
報
な

ど
の
確
認
も
可
能
で
す
。

　

加
え
て
、
自
動
車
検
査
証
の

閲
覧
ア
プ
リ
か
ら
の
設
定
で
、

登
録
し
た
車
両
の
車
検
切
れ
が

近
づ
く
と
通
知
が
届
き
ま
す
。

　

車
検
満
了
日
の
六
〇
日
前
と

三
〇
日
前
、
さ
ら
に
事
後
通
知

と
し
て
一
日
後
に
最
大
三
度
の

通
知
が
配
信
さ
れ
、
１
ア
プ
リ

に
つ
き
最
大
で
十
台
分
の
プ
ッ

シ
ュ
通
知
を
設
定
で
き
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
タ
グ
（
チ
ッ
プ
）
が
搭

載
さ
れ
た
自
動
車
検
査
証
で

あ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
に

グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
の
中
な
ど

で
保
管
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド

の
上
な
ど
高
温
に
な
る
場
所
へ

長
時
間
放
置
し
な
い
よ
う
に
案

内
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
タ
グ
（
チ
ッ
プ
）
部
分

を
折
り
曲
げ
る
と
破
損
に
繋
が

る
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
（
チ
ッ
プ
）

部
分
を
切
り
取
る
と
車
検
証
と

し
て
無
効
に
な
り
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
な
ど
、
対
応
機
器
を
持
っ
て

い
な
い
場
合
に
備
え
、
今
回
の

電
子
化
か
ら
最
低
三
年
間
は
従

来
の
自
動
車
検
査
証
と
同
様
の

情
報
が
記
載
さ
れ
る
自
動
車
検

査
証
記
録
事
項
が
自
動
車
検
査

証
と
合
わ
せ
て
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

自
動
車
検
査
証
の
サ
イ
ズ
は
、

現
行
の
自
動
車
検
査
証
で
は
Ａ

４
サ
イ
ズ
の
台
紙
、
電
子
車
検

証
で
は
Ａ
６
サ
イ
ズ
の
台
紙
に

シ

ー

ル

タ

イ

プ

の
Ｉ
Ｃ
タ

グ

（
チ
ッ
プ
）
が
貼
り
付
け
ら
れ
ま

す
。

　

サ
イ
ズ
は
、
Ａ
６
サ
イ
ズ
＋
Ｉ

Ｃ
タ
グ
（
チ
ッ
プ
）
余
白
分
程

度
で
す
。

　

現
行
の
自
動
車
検
査
証
と
比

較
す
る
と
約
四
分
の
一
の
サ
イ

ズ
ダ
ウ
ン
で
す
。

　

　

皆
さ
ん
ご
存
じ
で
し
た
か
？
二
〇
二
三
年
一
月
四
日
よ
り
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
等
の

改
正
に
伴
い
、
車
検
証
の
電
子
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
電
子
化
さ
れ
た
自
動
車
検
査
証

（
以
下
、
電
子
車
検
証
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

知
っ
て
ま
し
た
か
？

二
〇
二
三
年
一
月
四
日
ス
タ
ー
ト
！

電
子
車
検
証
と
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

情
報
確
認
可
能
に

車
検
切
れ
も
防
止

　

自
動
車
検
査
証
の
電
子
化
に
伴
い
、

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
お
持
ち
の

自
家
用
車
が
次
回
車
検
の
時
は
、
自
動

車
検
査
証
が
電
子
化
に
変
更
さ
れ
ま

す
。

　

軽
自
動
車
は
二
〇
二
四
年
一
月
四
日

以
降
の
導
入
予
定
で
す
。

　

車
検
の
際
に
は
新
し
い
自
動
車
検
査
証
と
自
動
車
検
査
証
記
録
事

項
を
一
緒
に
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

従
来
の
自
動
車
検
査
証
同
様

車
内
へ
保
管

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
参
照
）

事
務
局
に
提
出
す
る
際
に
は

自
動
車
検
査
証
のサ

イ
ズ
を
比
較

余
寒
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　

立
春
を
過
ぎ
た
と
い
う
の
に
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
と
こ
ろ
少
し
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
て
き
た
よ
う
で
す
が
、
三

年
ぶ
り
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
う
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

「
さ
わ
や
か
」
の
事
務
局
で
も
、
今
の
と
こ
ろ
皆
ウ
イ
ル
ス
が
近
寄
っ

て
き
た
者
は
な
く
、
そ
れ
な
り
に
元
気
で
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。

　

梅
の
花
の
便
り
も
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。

二
〇
二
三
年
二
月

事
務
局
一
同

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
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科
学
雑
誌
「
日
経
サ
イ
エ
ン

ス
」
の
最
近
の
号
に
、
宇
宙
探

査
機
ボ
イ
ジ
ャ
ー
の
話
が
載
っ

て
い
ま
し
た
。

　

だ
い
ぶ
昔
に
打
ち
上
げ
ら
れ

て
、
木
星
や
土
星
や
そ
の
惑
星

の
鮮
明
な
写
真
を
送
っ
て
き
た

あ
の
船
で
す
。

　

木
星
の
衛
星
に
火
山
が
あ
っ

た
り
、
氷
に
覆
わ
れ
て
い
た
り

が
判
明
し
て
太
陽
系
の
概
念
を

書
き
換
え
る
こ
と
に
な
っ
た
あ

の
写
真
で
す
。

　

こ
の
探
査
機
が
打
ち
上
げ
ら

れ
た
の
は
一
九
七
七
年
。

　

そ
の
計
画
は
慌
た
だ
し
く
立

て
ら
れ
、
探
査
機
は
大
急
ぎ
で

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
る
人
が
、
一
九
七
〇
年
末

か
ら
八
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
、

地
球
、
木
星
、
土
星
、
天
王
星
、

海
王
星
が
一
線
に
並
ぶ
こ
と
に

気
が
つ
い
た
の
で
す
。

　

こ
れ
は
一
七
六
年
に
一
度
し

か
起
こ
ら
な
い
ま
れ
な
出
来
事

な
の
で
す
。

　

だ
か
ら
ど
う
だ
と
言
う
の

か
？

　

探
査
機
が
巨
大
惑
星
の
そ
ば

を
通
過
す
る
た
び
に
、
そ
の
重

力
を
利
用
し
て
加
速
で
き
る
の

で
（
ス
イ
ン
グ
・
バ
イ
）
、
海
王

星
へ
の
到
達
期
間
を
三
〇
年
か

ら
一
二
年
に
短
縮
で
き
る
の
で

す
。

　

「
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
ほ
ど

の
大
き
さ
の
」
そ
の
探
査
機
は

二
つ
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
探
査
機
の
打
ち
上
げ

は
と
て
も
失
敗
が
多
か
っ
た
の

で
、
二
つ
作
る
の
が
習
わ
し
に

な
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

探
査
機
に
搭
載
さ
れ
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
記
憶
容
量
は
六

十
九
キ
ロ
バ
イ
ト
。

　

皆
さ
ん
お
持
ち
の
ス
マ
ホ
の

容
量
は
何
バ
イ
ト
で
す
か
？　

　

○
ギ
ガ
バ
イ
ト
で
し
ょ
う
？

　

キ
ロ
の
一
〇
〇
〇
倍
が
メ
ガ
、

メ
ガ
の
一
〇
〇
〇
倍
が
ギ
ガ
で

す
。

　

そ
ん
な
ボ
イ
ジ
ャ
ー
一
号
と

二
号
は
十
五
日
ほ
ど
の
間
隔
で

あ
い
継
い
で
打
ち
上
げ
ら
れ
、

一
九
七
九
年
に
木
星
に
、
一
九

八
〇
年
に
土
星
に
接
近
し
、
数

万
枚
の
写
真
を
送
っ
て
来
ま
し

た
。

　

そ
の
後
ボ
イ
ジ
ャ
ー
一
号
は

黄
道
面
（
太
陽
を
回
る
惑
星
の

軌
道
面
）
を
離
れ
、
宇
宙
空
間

に
飛
び
去
り
ま
し
た
。

　

ボ
イ
ジ
ャ
ー
二
号
は
一
九
八

六
年
に
天
王
星
に
接
近
し
て
そ

の
姿
を
撮
影
、
一
九
八
九
年
に

は
海
王
星
に
接
近
し
て
そ
の
写

真
を
送
っ
て
来
ま
し
た
。

　

そ
の
後
二
号
も
黄
道
面
を
離

れ
て
太
陽
系
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

行
っ
た
の
で
す
が
、
な
ん
と
一

号
も
二
号
も
い
ま
だ
に
機
能
し

て
い
て
、
太
陽
系
外
縁
の
情
報

を
地
球
に
送
り
続
け
て
い
る
そ

う
な
の
で
す
。

　

そ
れ
ら
の
機
能
は
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
崩
壊
の
熱
を
電
気
に
変
え

る
こ
と
に
よ
り
作
動
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
出
力
は
年
間
四
ワ
ッ
ト

ず
つ
低
下
し
て
い
る
の
で
、
い

ず
れ
機
能
は
停
止
す
る
で
し
ょ

う
が
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
も
た

せ
る
た
め
に
計
器
の
選
別
が
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ボ
イ
ジ
ャ
ー
に
は
金
色
の
レ

コ
ー
ド
盤
（
打
ち
上
げ
当
時
の

デ
ー
タ
伝
達
手
段
）
が
積
ん
で

あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
遠
い
宇
宙

で
出
会
う
か
も
し
れ
な
い
存
在

に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
記

録
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

「
画
像
は
子
供
や
イ
ル
カ
、
ダ

ン
サ
ー
、
日
没
の
風
景
な
ど
。

音
と
し
て
は
コ
オ
ロ
ギ
の
鳴
き

声
、
雨
の
音…

…

バ
ッ
ハ
の
ブ

ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
協
奏
曲
第
二

番
や
チ
ャ
ッ
ク
・
ベ
リ
ー
の
ジ
ョ

ニ
ー
・
Ｂ
グ
ッ
ド
な
ど
九
〇
分
の

音
楽
が
収
め
ら
れ
て
い
る
」

　

突
然
涙
が
出
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

ジ
ョ
ニ
ー
・
Ｂ
グ
ッ
ド
は
昔
、

私
の
大
学
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
が

演
奏
し
、
み
ん
な
で
踊
り
狂
っ

た
曲
な
ん
で
す
。

　

そ
の
歌
が
今
も
宇
宙
の
は
て

を
旅
し
て
い
る
な
ん
て
。

　

世
界
に
は
音
楽
は
無
数
に
あ

る
の
に
、
バ
ッ
ハ
と
チ
ャ
ッ
ク
・

ベ
リ
ー
を
選
ん
だ
当
時
の
ア
メ

リ
カ
人
た
ち
っ
て
、
な
ん
で
し
ょ

う
ね
ぇ
。

と
っ
て
お
き
の
お
話
し
番
外
編

江
頭
眞
紀
子
氏
に
よ
る

公
益
財
団
法
人
健
和
会　

健
和
会
京
町
病
院医

師

江
頭　

眞
紀
子

ボ
イ
ジ
ャ
ー
の
旅

Ｄｒ.　
今
回
は
、
公
益
財
団
法
人
健
和
会 

健
和
会
京
町
病
院
の
医
師
で
あ
り
、
「
さ
わ
や
か
」

の
名
誉
顧
問
で
も
あ
る
江
頭
眞
紀
子
先
生
か
ら
と
っ
て
お
き
の
お
話
し
（
番
外
編
）
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

二
月
の
日
の
入
り
後
の
西
の

低
空
に
は
、
金
星
が
明
る
く
輝

い
て
い
ま
す
。

　

金
星
よ
り
高
い
位
置
に
は
木

星
が
明
る
く
光
っ
て
い
る
の
が

見
え
ま
す
。

　

二
月
二
十
二
日
と
二
十
三
日

に
は
、
新
月
を
過
ぎ
た
ば
か
り

の
細
い
月
が
こ
の
二
つ
の
惑
星

に
近
づ
き
、
目
を
引
く
眺
め
と

な
り
ま
す
。

　

太
陽
が
沈
ん
で
薄
暗
く
な
っ

て
き
た

ら
、
西

の
方
角

が
開
け

た
場
所

で
観
察

し
て
は

い
か
が

で
し
ょ

う
か
。

日
の
入
り
後
の
西
の
空
に

明
る
い
２
つ
の
惑
星
と
月
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